
令和 7 年度 やすきたＬＭＯ 事業報告書 

 

１ 令和 7年度の目標に対する事業実施の成果 

・インスタグラムを開設し、積極的に情報発信を行うことで地域での認知度を高めることがで

きた。 

・地域課題のうち、一番深刻な住民間のコミュニケーション不足を解決するため、各行事を開

催し、新たなにぎわいづくりの場を創出することができた。 

 

２ ひろしまＬＭＯ運営助成金を活用した事業 

１ 事業名 やすきた納涼夏まつり (4)事業中(1)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴  実施期間  令和 7年 8月 2日  

⑵  実施場所  広島市立安北小学校グラウンド 

⑶  参加者数   800  人 

⑷  主催団体  団体名 やすきたＬＭＯ            

４ 取組内容  

盆踊り、アトラクションの開催、地域団体による夜店の出店、花火の打ち上げ 

 

 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴  目的 

希薄になりつつある地域住民同士のつながりを強固なものにする一助となるよう、親睦

と顔合わせをするために、「やすきた納涼夏まつり」を開催する。 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

イベントの参加を通じ、地域住民同士がお互いに顔見知りになり、挨拶ができるように

なることにより、住民同士のきずなの醸成と子ども・高齢者の見守りにも貢献できた。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 事業名 三世代ふれあいまつり (4)事業中(2)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴  実施期間  令和 7年 9月 27日  

⑵  実施場所  広島市立安北小学校体育館 

⑶  参加者数   130  人 

⑷  主催団体  団体名 やすきたＬＭＯ            

４ 取組内容  

地域の高齢者や小学生が参加し、小学生の合奏、地域団体の発表、食事を通した交流やお楽

しみ抽選会、地域団体による夜店の出店、花火の打ち上げを開催する。 

 

 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴  目的 

希薄になりつつある地域住民同士のつながりを強固なものにする一助となるよう、地域

の高齢者に感謝し、敬老の催しを開催する。またアトラクションの開催を通じ、多世代の

交流の一助とする。 

⑵  効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

イベントの参加を通じ、多世代交流が生まれるとともに、地域の高齢者が楽しめるイベ

ントを企画することにより、外出の機会を創出し、認知症予防につなげた。また、若年世

代に敬老の精神を伝えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 事業名 餅つき大会 (4)事業中(3)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑶ 地域住民の交流促進に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8年 1月 17日  

⑵ 実施場所  広島市立安北小学校体育館 

⑶ 参加者数   200  人 

⑷ 主催団体  団体名 やすきたＬＭＯ            

４ 取組内容  

・学区内の住民を対象に餅つき大会を行う。 

・雑煮や黄な粉餅を全員で作りみんなで食す。 

・地域の団体によるアトラクションを行う。 

 

 ５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

希薄になりつつある地域住民同士のつながりを強固なものにする一助となるよう、地域

住民の親睦と顔合わせをするため、開催する。 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

大会を通じ、住民同士が共同し取り組むことで、お互い顔見知りになり、挨拶ができる

ようになることにより住民同士のきずなの醸成と子ども・高齢者の見守りにもつながっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 事業名 子ども食堂準備 (4)事業中(4)事業目 

２ 特定地域共同

活動の分類 
⑸ 地域のこども及び子育て世帯への支援に資する活動 

３ 実施期間等  

⑴ 実施期間  令和 8年 3月 1日 ～令和 8年 3月 31日 

⑵ 実施場所  高長集会所 

⑶ 参加者数   毎月１００～１５０  人 

⑷ 主催団体  団体名 やすきたＬＭＯ            

４ 取組内容  

新年度より開催する子ども食堂の準備をする。 

 

 

５ 目的・効果 （事業計画書に記載した目的・効果の内容を踏まえて記入してください。） 

⑴ 目的 

地域住民が月１回集い、語らいにぎやかに食事をしながら居場所づくりを目指す。 

 

⑵ 効果（事業の実施により、地域課題の解決にどのような効果があったか。） 

必要な備品などの準備を行い、新年度からスムーズに実施できるよう体制を整えること

ができた。 

 

 


